
XISTENCEE 　関美奈子コンテンポラリーダンス公演　
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　第40回国民文化祭、第25回全国障害者芸術・文化祭　ながさきピース文化祭2025



XISTENCEE

1961年生まれ。雲仙市小浜町富津出身。民族学者・
関敬吾を大叔父に、児童心理学者・関寛之を祖父に
持つ。1985年、「ダンス・ラブマシーン」を率いる田
村哲郎と古川あんずに師事。1986年、ベルリンで開
催されたヨーロッパ初の舞踏フェスティバル「肉体の
反乱」にダンス・ラブマシーンの一員として参加。
1988年、日本とドイツの舞踏を融合させたアンサン
ブル「タトエバ・シアターダンス・グロテスク」の創
設者の一人となる。以後、ベルリンを拠点にヨーロ
ッパ、北アメリカ、南アメリカにおいて、60作以上の
オリジナル作品を発表。2019年からアウクスブルク
の国立劇場で振付師として活動し、2022年にはヴァ
イマル国民劇場で振付を担当した作品がドイツなど
3か国でベスト10に選ばれた。自身の考案した「関メ
ソッド」を世界中のマスタークラスで指導している。

1950年生まれ。ドイツのハンブルク出身。1967年、
デトモルト音楽大学に進学し、1960～70年代の前衛
芸術活動（フルクサス）や自由形式での即興演奏に多
大な影響を受け、以後、数々の革新的なアンサンブル
の共同設立や先進的文化プロジェクトの立ち上げに
携わる。1976年にはドイツのメレに現在の活動拠点
でもあるワイルドローズ文化センターを設立。既存の
芸術、会場、社会に音楽を介入させ相互作用を図る
パフォーマンス・アートを追究し、自然や都市建築物
のなかで空間を「生きた楽譜」へ変容させる作風で
数多くの作品を手掛けた。これまでヨーロッパ、南
アメリカ、中国などでサイト・スペシフィックな公演
を行っているほか、ビーレフェルトにて現代音楽祭
「ディアゴナーレ」の芸術監督を務めている。今回、
自身にとって初の来日公演となる。

　関 美奈子（ダンス・振付）

　Minako Seki
　ヴィレム・シュルツ（チェロパフォーマンス）

ダンサー、振付師、講師 　Willem Schulz チェリスト、作曲家、芸術監督

　ハプニングパフォーマンス出演者

SAZANAMI QUARTET瑞宝太鼓 VELVET

（和太鼓・篠笛） タリア・ラミレス（歌）
ルーカス・チャベス（ギター）

波多江祟行（ギター）安藤明（コントラバス）
小瀬泉（ピアノ）上村計一郎（ドラム）

他にも多数の外国人ダンサーや
有志参加者が出演予定！

Cast Profile　出演者紹介

　関美奈子コンテンポラリーダンス公演　


